
1. 無重力 男子学生には、やや刺激が強すぎ
たかもしれません。ギリギリＯＫ
と判断しました。おそらく、本物
のカップルではなく、宣伝のため
の役者ですね。

微小重力環境などと言って区
別する人もいます。でも、あ
れも、無重力と言っていい状
態です。

以前もやったように、摩擦作用
しなければ、一緒に落ちます。
今回の場合、宇宙ステーション
の中の空気も同じように落ちて
いるので、摩擦は作用しません。

あれの極端な状態が無重力です。私も無重
力を体験してません。ジェットコースター
で「こんな感じだろう」と想像しています。

2. 人工衛星 勝手には動きません。投げた時の話をしてい
ます。強く投げると、段々遠くへ飛ぶように
なり、やがて人工衛星になります。

人工衛星は、単純に「落ちている」だけ
ですから、燃料はいりません。だから、
ずっと回り続けます。しかし、地球の近く
を回る人工衛星は、大気の摩擦を受けて落
ちます。

その通りです！塔から石を投げ
た時のように、高度が下がってい
きます。

万有引力は宇宙の果てまで作用
します。まして、地球の近くの人
工衛星は浮いていられません！

3. 地球の自転と公転 おっと！この質問は毎年
出るので説明すべきでした。
関係ありません。1日の周
期と1年の周期の比が整数
ではないことによります。

秋山仁先生の条件でいうと、一番難
しい、空間把握(地図を描く)の能力
を使います。結構難しいと思います。

その通りで、やっぱり難しいです。でも、自分
でコインを使って確かめてみるとわかると思いま
すよ。ぜひ、試してみてください。

このような知識は、ぜひ、他の
人に説明してみてください。人に
教えると、より深くわかったりす
ることがあります！
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地球の中心に達すると、中心では地
球の万有引力を感じなくなります。

中心を過ぎると、また中心に落ちるような方向の力を受けます。



7. 自然の観察 ええ、ぜひ、申し訳なく思っ
てください！でも、ある意味羨
ましいです。今から発見できる
ことが、他の人よりも多いと思
うからです。

いい体験でしたね。ぜひ、そういう気持ち
で、これからも観察し続けて下さい！

よく知っていましたね。自分で気づいたのですか？素
晴らしい！（自画自賛でもある。）

4. 万有引力 いい指摘です。実は、その区別は、業界によっても
違ったりします。ここでは、質量があることによって
作用する力を「万有引力」と言うこといします。

一方で、万有引力に地球の自転による遠心力などを含めたものを「重力」と言うことにします。これ
が地球科学業界での区別です。 その通りです。万有引力が

作用しなかったら、惑星は
まっすぐ進んでしまいます。
ところが、太陽からの引力で
進む向きが変わるのです。

その通りですね。止めることはできませ
ん。一般に、回っているものは他に影響を
及ぼさずに止めることはできません。

5. 天体あれこれ
済みません。時間がないので他の惑星の詳しいこと

は他のところで勉強してもらえたらと思います。

なぜ回転しているか、と問いたく
なります。しかし、実際にはお話し
した通り、回っていたから残ったと
考えてください。

巨大地震で地球が変形すると、
ちょっとだけ自転が変わります。

ええ、裏側は凸凹している
ようです。

あったと言えると思います。対
の場合には、おそらく、地球に小
惑星が衝突してできたので、

かなり早い段階で、同じ面を地球に向けるようになったと、個人的には想像しています。

講義でガリレオの話を皆さんにすると、
その偉大さに改めて気づかされます。

6. 渦 空気が集まることで発達します。海の波は
風が吹くことで発生します。

多くの場合、風呂の中の
ちょっとした流れが原因で、
それが中心に集まることで

強くなって渦になります。そこで、北半球か、南半球化で、必ずどちら回り、ということはありませ
ん。完全に静止していた水なら、北半球では上から見て地球が左回りなので、風呂の水もゆっくり左
回りをしているために、それが強まって左回りの渦ができることになります。


